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１．はじめに  

 本橋は高低差約 120m の急峻な山岳地に位置しており，最大スパンが幅 100m 程度（橋梁方向）の河川及び幅

10m 程度の道路を横過する計画である．また，本橋は観光道路，観光施設及び集落からよく視認されるため，

景観性に優れる橋梁形式が望ましい．地質条件としては，河川の近辺は掘削に伴う湧水が多いため大口径深礎

の適用が不可である．さらに，供用開始時期が決まっており，工程上の理由により単径間アーチ（アーチ支間

300m）の適用が不可である．これらの制約条件を踏まえて，本橋梁は図-1に示すように，橋長 692m の 7 径間

連続鋼・コンクリート複合バランスドアーチ橋を採用した．本稿では，この橋梁の計画の概要について述べる． 

 

 

 

 

 

 

  

２．設計コンセプト  

 本橋の設計コンセプト及びそれを実現するための設計手法を図-2に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．アーチ形式の比較検討 

 コンクリートアーチ橋の形式は補剛桁とアーチリブの剛性比により，逆ランガー（例：徳島自動車道池田へ 

そっ湖大橋），逆ローゼ（例：九州横断自動車道別府明礬橋），コンクリートアーチ（沖縄県阿嘉橋），鋼・コ 

キーワード 鋼・コンクリート複合アーチ，バランスドアーチ，バランスドトラス張出架設  

連絡先  〒359-0021 埼玉県所沢市東所沢 2-27-12 (株)ドーユー大地 埼玉支社 構造部 TEL 04-2945-5500 

図-2 設計コンセプト 

図-1 対象橋梁 

水平反力調整 
2500kN 見かけ剛性の軽減

橋脚高さを伸ばす

見かけ剛性
の軽減 
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ンクリート複合アーチ（新東名高速道路富士川橋）がある．本橋はこの 4 形式について比較検討を行った結果，

鋼・コンクリート複合アーチを採用した．アーチ形式比較表を表-1に示す． 

表-1 アーチ形式比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．アーチリブ形状の検討  

 アーチ閉合後の死荷重（後死荷重）によるアーチリブの断面力に着目し，スパンライズ比及びハイパポリッ

ク曲線のパラメータの比較検討を行った．検討比較表を表-2,表-3に示す．スプリンギング部の曲げモーメン

トが最小となるアーチリブの形状を採用した． 

表-2 スパンライズ比によるアーチリブ断面力の影響  表-3 アーチパラメータによるアーチリブ断面力の影響 

 

 
 

 

 

 

５．剛結構造適用の検討 

 本橋を桁橋のラーメン構造とした場合，高橋脚 P2,P3

の見かけ剛性が小さいため，地震時慣性力が低い剛結橋

脚 P1 に集中し，構造の成立が困難であった．これに対

して，アーチ構造は P2,P3 の見かけ剛性が大きくなるた

め，P1 橋脚の断面力が軽減され，剛結構造が成立しやす

くなった．本橋は，図-1に示す水平反力調整工法と橋脚

高を伸ばすことによる見かけ剛性軽減の手法を併用し

て，5脚剛結構造（剛結区間延長：546m）を成立させた． 

６．まとめ 

 本橋の厳しい架橋条件を踏まえて，鋼・コンクリート複合バランスドアーチ橋といった新しい橋梁形式を採

用した．この形式は景観性のほか，構造の合理性にも優れている．本稿が今後の山岳地に計画される長大橋の

設計の参考となることを期待する．なお，本橋の設計結果については文献 1)を参照されたい． 

参考文献 1)秋山，本庄，坂手，吉田，松田：鋼・コンクリート複合バランスドアーチ橋の耐震設計,第 69 回

年次学術講演会，平成 26 年 9 月 
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図-3 桁橋とアーチの地震時モーメント傾向の比較 
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PC箱桁
PC箱桁

補剛桁とアーチ部材の双方で曲げ
モーメントを分担する形式であ
る。

PC箱桁
RC充実断面

主たる部材は補剛桁であり、他の
アーチ形式に比べ挙動は桁橋に近
く、アーチリブは補助的な部材と
なっている。
補剛桁が曲げモーメント、アーチ
部材が圧縮力のみを分担する形式
である。

逆ローゼ橋より、さらにトップヘ
ビーが改善されている。

張出架設時では、補剛桁はトラス
の水平材として機能し、大きな引
張力が生じている。引張部材にコ
ンクリート桁を適用することは構
造の合理性に欠ける。

鋼桁とコンクリート桁の結合部の
構造が複雑である。
鋼桁の温度変化荷重がコンクリー
ト桁より大きくなり、それに対す
る下部工の検討が必要である。

1.08 1.14 1.05 1.00

アーチリブの構造がシンプルで、
施工が容易である。

逆ランガー橋より、補剛桁の負担
が軽減され、トップヘビーが改善
されている。

アーチリブの機能が十分に発揮さ
れておらず、補剛桁の断面が大き
くなり、トップヘビーである。そ
のために、下部工・基礎工の負担
も大きくなる。
張出架設時では、補剛桁はトラス
の水平材として機能し、大きな引
張力が生じている。引張部材にコ
ンクリート桁を適用することは構
造の合理性に欠ける。

アーチリブ、補剛桁ともに大きな
断面となり、景観性や施工性に劣
る。
張出架設時では、補剛桁はトラス
の水平材として機能し、大きな引
張力が生じている。引張部材にコ
ンクリート桁を適用することは構
造の合理性に欠ける。

補剛桁が最も軽く、下部工・基礎
工に最も有利な構造である。
架設時において、引張部材である
補剛桁に鋼構造を適用することは
構造的に合理的である。
鋼桁を採用しているため、他案
（PC箱桁）より補剛桁の工期短縮
が期待出来る。
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PC箱桁

主たる部材はアーチリブである。
荷重は主にアーチリブに負担させ
る。

コンクリートアーチ 鋼・コンクリート複合アーチ
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